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令和６年度 注目事業 P2・3
うきうき・ワクワクな入学式 （関連記事P20）

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会のインターネット中継が始まりましたP4・5

P6～10

P11～19

P 20

まちの価値を高める予算

議案PICK UP

8人が一般質問

輝く人を紹介 町のキラッと

・定例会（初日）
・一般質問
・議案質疑（3月のみ）
・定例会（最終日）
ご覧いただけます

豊山町議会
【公式】
チャンネル

町のキラッと
輝く人を

紹介

議員はお祭りへの寄付
や町内会の催しものへ差し
入れすることを禁止されて
います。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

寄付行為の禁止 次
回
定
例
会
の
予
定

6月  ３日
10日
11日
12日

13日
17日

（月）
（月）
（火）　　
（水）

（木）
（月）

開会・議案説明 
一般質問　　　
議案質疑　　　
福祉建設委員会
総務文教委員会
予算決算特別委員会
討論・採決・閉会

開始時間は午前９時
30分から（総務文教
委員会と最終日は午後
１時30分から）です。
議事の都合により、日
程が変更になる場合
があります。

広報編集委員

委 員 長　岩村みゆき

副委員長　作野 桂子

委　　員　岡島 政信
 岡島 剛
 岩下 竜也

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　４
月
４
日
、
豊
山
町
の
３
小
学
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
栄
小
学

校
の
校
門
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　今
日
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
楽
し
み

だ
ね
。

編
集
後
記

　議
会
広
報
編
集
委
員
会
も
新
し
い

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
、
約
１
年
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
５
年
ぶ
り
の
編
集

作
業
と
な
り
ま
す
が
、
当
時
と
は
や

り
方
な
ど
が
変
化
し
て
き
て
お
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
し
い
感

覚
で
の
編
集
で
、
こ
れ
ま
た
、
私
自
身
、

新
鮮
味
の
あ
る
暖
か
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

  

紙
面
か
ら
伝
わ
る
で
し
ょ
う
か
。
委

員
全
員
で
和
気
あ
い
あ
い
と
い
う
か
、

侃
々
諤
々
（
か
ん
か
ん
が
く
が
く
）

と
一
生
懸
命
に
編
集
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

  

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
心
を
込
め
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

岡
島

　政
信

　野
﨑
大
貴
さ
ん
、
和
貴
さ
ん
兄
弟
は
、
兄
弟
と
も

に
2
年
連
続
で
空
手
道
選
手
権
「
形
の
部
」
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
4
月
5
日
、
練
習
の
合
間

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
空
手
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？
』

大
貴
さ
ん
「
小
学
1
年
生
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

空
手
に
入
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
小
さ
な
大
会
で

優
勝
し
て
、
練
習
に
力
が
入
っ
た
。
頑
張
れ
た
。

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
面
白
く
な
っ
て
。
」

和
貴
さ
ん
「
僕
は
、
お
兄
さ
ん
と
一
緒
に
年
中
か

ら
空
手
を
始
め
た
。
」

『
空
手
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
？
』

大
貴
さ
ん
「
空
手
の
形
は
、
各
自
、
そ
れ
ぞ
れ
の

空
気
感
で
行
っ
て
い
る
。
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
と
違

い
、
ゴ
ー
ル
な
ど
で
点
が
入
る
訳
で
は
な
い
。
目

に
見
え
て
は
っ
き
り
す
る
訳
で
は
な
い
。
自
分
と

の
戦
い
、
ど
う
追
求
す
れ
ば
い
い
か
、
試
合
に
出

て
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
が
ま
た

お
も
し
ろ
い
。
」

『
兄
弟
で
い
つ
も
練
習
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
ね
？

お
互
い
は
ど
う
い
う
存

在
？
』

大
貴
さ
ん
「
た
ま
に
は
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
け

ど
、
各
自
、
別
の
空
気
感

で
や
っ
て
い
る
の
で
、
基

本
的
に
は
お
の
お
の
の
戦

い
で
す
。
」

和
貴
さ
ん
「
僕
は
、
兄
に

は
何
も
言
い
ま
せ
ん
。
言

え
ま
せ
ん
。
（
笑
）
」

『
ご
両
親
の
事
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
？
』

大
貴
さ
ん
・
和
貴
さ
ん
「
今
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

た
の
も
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
こ
そ
と
思
っ
て

い
る
。
自
主
練
習
へ
の
送
り
迎
え
、
確
認
の
た
め

の
動
画
撮
影
な
ど
、
い
つ
も
支
え
て
も
ら
っ
て
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」

　大
貴
さ
ん
は
中
学
生
と
し
て
最
後
の
全
中
大
会

に
向
け
て
、
和
貴
さ
ん
は
小
学
生
と
し
て
最
後
の

大
会
に
向
け
て
、
毎
日
、
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
予
選
が
近
づ

く
中
、
貴
重
な
お

時
間
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
応
援

し
て
い
ま
す
。

２
年
連
続
全
国
大
会
に
出
場

野
﨑

　
大
貴
さ
ん

野
﨑

　
和
貴
さ
ん
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注目注目事業
令和６年度予算令和６年度予算

小学校トイレ改修工事

・新栄小学校・志水小学校の便器の洋式化な
ど、トイレ改修工事を実施
・新たに、障がいの有無や性別に関わらず誰で
も使用できるトイレを設置

がん検診ワンコイン
（500円）検診
・受診率向上のため検診料を改訂

臨空第２公園の整備
９億5955万円

・令和５年度に引き続き、用地取得を推進
・造成工事や基本計画策定など

5万円

・子どもたちに議会の仕組みを知ってもらい、
町政に対する関心を高める機会の提供

75歳以上タウンバス無料化
・令和６年９月から75歳以上の方のタウンバスの乗車料
を無料化

406万円

デマンド型交通の実証実験

・新たな交通体系の導入を検討するため、デマンド型交通
の実証実験の実施

◎万円で端数調整をおこなっています

656万円

感震ブレーカー
設置費の補助
・地震発生時の火災発生を減らすため、
電気を自動で遮断する感震ブレーカー
の設置費を補助
・補助率：１/２
・補助金額：上限額3000円

15万円

２億1535万円

校庭開放
・放課後に子どもがボールなどで遊べる場所を
確保するために、小学校の運動場を開放

キャッシュレス決済の導入ゾーン30プラスの整備

・役場や保健センター、社会教育センターの窓
口での使用料・手数料の支払い方法にキャッ
シュレス決済を追加

144万円

・志水小学校区において実施する速度規制に伴
い、ゾーン規制の入口にカラー舗装による路
面表示を実施

1577万円

子ども議会の開催

1075万円

検診の種類 対象者 検診料

①胃がん検診
（Ｘ線） ４０歳以上 ６００円

⇒５００円

②乳がん検診
（マンモグラフィ） ４０歳以上の女性 １２００円

⇒５００円

③子宮がん検診
（頸部） ２０歳以上の女性 １３００円

⇒５００円

④子宮がん検診
（体部）

③を受診した方の
うち、医師が必要と
認めた方

８００円
⇒５００円

3 2とよやま議会だよりNO.168　令和６年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和６年5月１日
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注目注目事業注目注目注目注目注目注目注目注目注目注目注目注目注目注目事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業
令和６年度予算令和６年度予算
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２億1535万円

校庭開放
・放課後に子どもがボールなどで遊べる場所を
確保するために、小学校の運動場を開放

キャッシュレス決済の導入ゾーン30プラスの整備

・役場や保健センター、社会教育センターの窓
口での使用料・手数料の支払い方法にキャッ
シュレス決済を追加

144万円

・志水小学校区において実施する速度規制に伴
い、ゾーン規制の入口にカラー舗装による路
面表示を実施

1577万円

子ども議会の開催

1075万円

◎万円で端数調整をおこなっています

検診の種類 対象者 検診料

①胃がん検診
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町税（47.2%） 
42億5,316万円

町債（9.0%）
8億1,300万円

国庫支出金（15.8%） 
14億2,486万円

民生費（30.0%） 
27億50万円

税金の賦課徴収、
防災などに
かかるお金

総務費（12.1%）  
10億9,068万円
総務費（12.1%）  
10億9,068万円

ごみ処理、検診などに
かかるお金

民生費（30.0%） 

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

教育費（14.3%）
12億8,718万円 土木費（25.4%）

22億9,024万円
土木費（25.4%） 
22億9,024万円

道路整備費などに
かかるお金

消防費（3.9%）
3億5,220万円

衛生費（8.1%）
7億3,224万円

消防費（3.9%）
3億5,220万円

消防活動に
かかるお金

公債費（3.0%）
2億7,244万円

借金の返済に
かかるお金

給食、小中学校の施設管理
などにかかるお金

公債費（3.0%）

議会の運営に
かかるお金

議会費（1.1%） 
9,877万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

繰入金（5.5%）　 
4億9,702万円

諸収入（4.4%）
3億9,841万円
諸収入（4.4%）
3億9,841万円

その他（3.0%）
2億6,311万円
その他（3.0%）
2億6,311万円

他会計からの
お金

県からの
補助金など

地方消費税交付金（5.4%） 
4億8,200万円

借金など

国からの
補助金など

地方消費税収入
額の一部が交付
されるもの

その他（5.4%） 
4億8,384万円
その他（5.4%） 
4億8,384万円県支出金（4.3%） 

3億8,760万円
県支出金（4.3%） 
3億8,760万円

その他（2.1%）
1億7,875万円

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
19
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。専
決
処
分
の
承
認
１
件
、工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
２
件
、条
例
の

制
定
２
件
、条
例
の
一
部
改
正
15
件
、令
和
５
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

正
予
算
５
件
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
６
件
、人
事
案
件

２
件
、議
員
発
議
１
件
、合
わ
せ
て
34
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、全
て
の
議

案
は
承
認
・
可
決
お
よ
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

全員賛成 認定

みんなでまちのみんなでまちの 価値を高める価値を高める 令和６年
度

一般会計
予 算

予算額 90億300万円

歳入歳出

  
・人　件　費

・扶　助　費

・公　債　費

i 消費的経費

・物　件　費

・維持補修費

・補 助 費 等

ii 投資的経費

・普通建設事業費

　単　独　

　補　助　

16億4,561万円（対前年度比  +  8.4%）

10億 317万円（対前年度比  +13.0%）

2億7,245万円（対前年度比  +  5.5%）

27億2,753万円（対前年度比  +  3.8%）

1,615万円（対前年度比 △ 7.4%）

11億     18万円（対前年度比 △ 0.5%）

14億4,966万円（対前年度比  +  4.2%）

4億1,875万円（対前年度比  +21.4%）

10億3,091万円（対前年度比  +  4.8%）

義
務
的
経
費

任
意
的
経
費

歳出の概要

町 　 　 　 税

　・個人町民税

　・法人町民税

　・固定資産税

　・軽自動車税など

地 方 譲 与 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

諸 　 収 　 入

町 　 　 　 債

42億5,316万円（対前年度比  +  0.1%）

9億7,524万円（対前年度比 △ 0.6%）

2億6,182万円（対前年度比  +  8.6%）

25億7,897万円（対前年度比 △ 0.7%）

4億3,713万円　　　　　　　　　　　

8,296万円（対前年度比 △15.0%）

14億2,486万円（対前年度比  +13.3%）

3億8,760万円（対前年度比  +  7.6%）

3億9,950万円（対前年度比 △16.7%）

8億1,300万円（対前年度比  +31.1%）

歳入の概要

◎万円で端数調整をおこなっています

自主財源
（60.1%）依存財源

（39.9%）

◎万円で端数調整をおこなっています

令和６年度当初予算

９０億　３００万円（対前年度比　＋  ５．５％）

２７億９，７９３万円（対前年度比  △１７．５％）

１２億６，９８８万円（対前年度比   △  ４．１％）

２億８，６１０万円（対前年度比 ＋１０．７％）

１２億３，８２９万円（対前年度比 ＋１２．１％）

　　　　　　３６６万円（対前年度比   ＋  ６．１％）

　　　―　　　　（対前年度比　皆減）　　 

９億２，５５３万円（対前年度比　皆増）　　 

１２７億２，６４６万円（対前年度比　＋  ６．７％）

一般会計

特別会計

　・国民健康保険

　・後期高齢者医療

　・介護保険

　・介護サービス事業

　・公共下水道事業

企業会計　下水道事業会計

総額

5 4とよやま議会だよりNO.168　令和６年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和６年5月１日

注
目
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

注
目
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

町税（47.2%） 
42億5,316万円

町債（9.0%）
8億1,300万円

国庫支出金（15.8%） 
14億2,486万円

民生費（30.0%） 
27億50万円

税金の賦課徴収、
防災などに
かかるお金

総務費（12.1%）  
10億9,068万円
総務費（12.1%）  
10億9,068万円

ごみ処理、検診などに
かかるお金

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

教育費（14.3%）
12億8,718万円 土木費（25.4%）

22億9,024万円
土木費（25.4%） 
22億9,024万円

道路整備費などに
かかるお金

消防費（3.9%）
3億5,220万円

衛生費（8.1%）
7億3,224万円

消防活動に
かかるお金

公債費（3.0%）
2億7,244万円

借金の返済に
かかるお金

給食、小中学校の施設管理
などにかかるお金

議会の運営に
かかるお金

議会費（1.1%） 
9,877万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

繰入金（5.5%）　 
4億9,702万円

諸収入（4.4%）
3億9,841万円
諸収入（4.4%）
3億9,841万円

その他（3.0%）
2億6,311万円
その他（3.0%）
2億6,311万円

諸収入（4.4%）
3億9,841万円3億9,841万円3億9,841万円3億9,841万円他会計からの

お金

県からの
補助金など

地方消費税交付金（5.4%） 
4億8,200万円

町債（9.0%）
8億1,300万円

借金など

国からの
補助金など

4億8,200万円

地方消費税収入
額の一部が交付
されるもの

その他（5.4%） 
4億8,384万円
その他（5.4%） 
4億8,384万円県支出金（4.3%） 

3億8,760万円
県支出金（4.3%） 
3億8,760万円

その他（2.1%）
1億7,875万円

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
19
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。専
決
処
分
の
承
認
１
件
、工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
２
件
、条
例
の

制
定
２
件
、条
例
の
一
部
改
正
15
件
、令
和
５
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

正
予
算
５
件
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
６
件
、人
事
案
件

２
件
、議
員
発
議
１
件
、合
わ
せ
て
34
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、全
て
の
議

案
は
承
認
・
可
決
お
よ
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

全員賛成 認定

みんなでまちのみんなでまちの
全員賛成 認定

価値を高める価値を高める 令和６年
度

一般会計
予 算

予算額 90億300万円

歳入歳出

  
・人　件　費

・扶　助　費

・公　債　費

i 消費的経費

・物　件　費

・維持補修費

・補 助 費 等

ii 投資的経費

・普通建設事業費

　単　独　

　補　助　

16億4,561万円（対前年度比  +  8.4%）

10億 317万円（対前年度比  +13.0%）

2億7,245万円（対前年度比  +  5.5%）

27億2,753万円（対前年度比  +  3.8%）

1,615万円（対前年度比 △ 7.4%）

11億     18万円（対前年度比 △ 0.5%）

14億4,966万円（対前年度比  +  4.2%）

4億1,875万円（対前年度比  +21.4%）

10億3,091万円（対前年度比  +  4.8%）

義
務
的
経
費

任
意
的
経
費

歳出の概要

町 　 　 　 税

　・個人町民税

　・法人町民税

　・固定資産税

　・軽自動車税など

地 方 譲 与 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

諸 　 収 　 入

町 　 　 　 債

42億5,316万円（対前年度比  +  0.1%）

9億7,524万円（対前年度比 △ 0.6%）

2億6,182万円（対前年度比  +  8.6%）

25億7,897万円（対前年度比 △ 0.7%）

4億3,713万円　　　　　　　　　　　

8,296万円（対前年度比 △15.0%）

14億2,486万円（対前年度比  +13.3%）

3億8,760万円（対前年度比  +  7.6%）

3億9,950万円（対前年度比 △16.7%）

8億1,300万円（対前年度比  +31.1%）

歳入の概要

◎万円で端数調整をおこなっています

自主財源
（60.1%）依存財源

（39.9%）

◎万円で端数調整をおこなっています

令和６年度当初予算

９０億　３００万円（対前年度比　＋  ５．５％）

２７億９，７９３万円（対前年度比  △１７．５％）

１２億６，９８８万円（対前年度比   △  ４．１％）

２億８，６１０万円（対前年度比 ＋１０．７％）

１２億３，８２９万円（対前年度比 ＋１２．１％）

　　　　　　３６６万円（対前年度比   ＋  ６．１％）

　　　―　　　　（対前年度比　皆減）　　 

９億２，５５３万円（対前年度比　皆増）　　 

１２７億２，６４６万円（対前年度比　＋  ６．７％）

一般会計

特別会計

　・国民健康保険

　・後期高齢者医療

　・介護保険

　・介護サービス事業

　・公共下水道事業

企業会計　下水道事業会計

総額

5 4とよやま議会だよりNO.168　令和６年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和６年5月１日

注
目
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

注
目
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問



町税（47.2%） 
42億5,316万円

町債（9.0%）
8億1,300万円

国庫支出金（15.8%） 
14億2,486万円

民生費（30.0%） 
27億50万円

税金の賦課徴収、
防災などに
かかるお金

総務費（12.1%）  
10億9,068万円
総務費（12.1%）  
10億9,068万円

ごみ処理、検診などに
かかるお金

民生費（30.0%） 

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

教育費（14.3%）
12億8,718万円 土木費（25.4%）

22億9,024万円
土木費（25.4%） 
22億9,024万円

道路整備費などに
かかるお金

消防費（3.9%）
3億5,220万円

衛生費（8.1%）
7億3,224万円

消防費（3.9%）
3億5,220万円

消防活動に
かかるお金

公債費（3.0%）
2億7,244万円

借金の返済に
かかるお金

給食、小中学校の施設管理
などにかかるお金

公債費（3.0%）

議会の運営に
かかるお金

議会費（1.1%） 
9,877万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

繰入金（5.5%）　 
4億9,702万円

諸収入（4.4%）
3億9,841万円
諸収入（4.4%）
3億9,841万円

その他（3.0%）
2億6,311万円
その他（3.0%）
2億6,311万円

他会計からの
お金

県からの
補助金など

地方消費税交付金（5.4%） 
4億8,200万円

借金など

国からの
補助金など

地方消費税収入
額の一部が交付
されるもの

その他（5.4%） 
4億8,384万円
その他（5.4%） 
4億8,384万円県支出金（4.3%） 

3億8,760万円
県支出金（4.3%） 
3億8,760万円

その他（2.1%）
1億7,875万円

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
19
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。専
決
処
分
の
承
認
１
件
、工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
２
件
、条
例
の

制
定
２
件
、条
例
の
一
部
改
正
15
件
、令
和
５
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

正
予
算
５
件
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
６
件
、人
事
案
件

２
件
、議
員
発
議
１
件
、合
わ
せ
て
34
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、全
て
の
議

案
は
承
認
・
可
決
お
よ
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

全員賛成 認定

みんなでまちのみんなでまちの 価値を高める価値を高める 令和６年
度

一般会計
予 算

予算額 90億300万円

歳入歳出

  
・人　件　費

・扶　助　費

・公　債　費

i 消費的経費

・物　件　費

・維持補修費

・補 助 費 等

ii 投資的経費

・普通建設事業費

　単　独　

　補　助　

16億4,561万円（対前年度比  +  8.4%）

10億 317万円（対前年度比  +13.0%）

2億7,245万円（対前年度比  +  5.5%）

27億2,753万円（対前年度比  +  3.8%）

1,615万円（対前年度比 △ 7.4%）

11億     18万円（対前年度比 △ 0.5%）

14億4,966万円（対前年度比  +  4.2%）

4億1,875万円（対前年度比  +21.4%）

10億3,091万円（対前年度比  +  4.8%）

義
務
的
経
費

任
意
的
経
費

歳出の概要

町 　 　 　 税

　・個人町民税

　・法人町民税

　・固定資産税

　・軽自動車税など

地 方 譲 与 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

諸 　 収 　 入

町 　 　 　 債

42億5,316万円（対前年度比  +  0.1%）

9億7,524万円（対前年度比 △ 0.6%）

2億6,182万円（対前年度比  +  8.6%）

25億7,897万円（対前年度比 △ 0.7%）

4億3,713万円　　　　　　　　　　　

8,296万円（対前年度比 △15.0%）

14億2,486万円（対前年度比  +13.3%）

3億8,760万円（対前年度比  +  7.6%）

3億9,950万円（対前年度比 △16.7%）

8億1,300万円（対前年度比  +31.1%）

歳入の概要

◎万円で端数調整をおこなっています

自主財源
（60.1%）依存財源

（39.9%）

◎万円で端数調整をおこなっています

令和６年度当初予算

９０億　３００万円（対前年度比　＋  ５．５％）

２７億９，７９３万円（対前年度比  △１７．５％）

１２億６，９８８万円（対前年度比   △  ４．１％）

２億８，６１０万円（対前年度比 ＋１０．７％）

１２億３，８２９万円（対前年度比 ＋１２．１％）

　　　　　　３６６万円（対前年度比   ＋  ６．１％）

　　　―　　　　（対前年度比　皆減）　　 

９億２，５５３万円（対前年度比　皆増）　　 

１２７億２，６４６万円（対前年度比　＋  ６．７％）

一般会計

特別会計

　・国民健康保険

　・後期高齢者医療

　・介護保険

　・介護サービス事業

　・公共下水道事業

企業会計　下水道事業会計

総額

5 4とよやま議会だよりNO.168　令和６年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和６年5月１日

注
目
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

注
目
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問



議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や審議を詳しく説明します。今回のテーマ「みんなでまちの価値を高める」という言葉にどのような

思いが込められているのか。
Q

令和６年度は町の風景が変わる。中学生の制服が変わり、青山地区では
造成工事が始まる。町の価値を行政だけでなく、町民の皆さんと一緒に
高めたい、という想いを込めた。

A

町長はどのような想いで中学生をグラント郡に送り出すのか、何を期待
されているのか。

Q

中学生たちに直接的な国際交流の機会を提供し、世界の広さを感じ、視
野を広げることを目的としている。ホームステイを通じて異なる文化や
習慣に触れ、貴重な経験を積むことで、将来の進路や人生に大いに活か
されることを期待している。彼らが帰国後、地域社会においてリーダー
シップを発揮し、地域の発展に寄与してくれることを願っている。

A

令和 6年度施政方針
施政方針

中学生の派遣事業は否定しないが、何故「今」再計上したのか。Q

元々、海外派遣をする前提でグラント郡と姉妹提携締結をしており、グラ
ント郡との約束になる。コロナ禍で実施できなかったが、今回唐突という
ことではない。

A

町立保育園の3歳～5歳児の給食費を無償化する予算を計上された
が、小中学校の給食費は値上げとなっている。国際交流や中学生の派遣
にかかる費用で、給食費値上げ分を負担できる。子育て世帯への経済
的負担軽減を優先するべきだと考えるが、どうか。

Q

給食費の値上げを抑制するために、海外派遣を見直す、ということは少
し論点が違うが、両方とも大事なことである。
給食費の無償化についても、実は色々
悩んだが、全国一律で取り組むべきだ
と思っている。国の動きをきちんと注
視して、実現に向けて、国へ要求して
いきたい。豊山町に許される財源の中
で、より年齢の低い児童対象に何かで
きないかと考え、保育園の副食費の無
償化に取り組ませていただいた。

A

7 6とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日
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議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や審議を詳しく説明します。今回のテーマ「みんなでまちの価値を高める」という言葉にどのような

思いが込められているのか。
Q

令和６年度は町の風景が変わる。中学生の制服が変わり、青山地区では
造成工事が始まる。町の価値を行政だけでなく、町民の皆さんと一緒に
高めたい、という想いを込めた。

A

町長はどのような想いで中学生をグラント郡に送り出すのか、何を期待
されているのか。

Q

中学生たちに直接的な国際交流の機会を提供し、世界の広さを感じ、視
野を広げることを目的としている。ホームステイを通じて異なる文化や
習慣に触れ、貴重な経験を積むことで、将来の進路や人生に大いに活か
されることを期待している。彼らが帰国後、地域社会においてリーダー
シップを発揮し、地域の発展に寄与してくれることを願っている。

A

令和 6年度施政方針
施政方針

中学生の派遣事業は否定しないが、何故「今」再計上したのか。Q

元々、海外派遣をする前提でグラント郡と姉妹提携締結をしており、グラ
ント郡との約束になる。コロナ禍で実施できなかったが、今回唐突という
ことではない。

A

町立保育園の3歳～5歳児の給食費を無償化する予算を計上された
が、小中学校の給食費は値上げとなっている。国際交流や中学生の派遣
にかかる費用で、給食費値上げ分を負担できる。子育て世帯への経済
的負担軽減を優先するべきだと考えるが、どうか。

Q

給食費の値上げを抑制するために、海外派遣を見直す、ということは少
し論点が違うが、両方とも大事なことである。
給食費の無償化についても、実は色々
悩んだが、全国一律で取り組むべきだ
と思っている。国の動きをきちんと注
視して、実現に向けて、国へ要求して
いきたい。豊山町に許される財源の中
で、より年齢の低い児童対象に何かで
きないかと考え、保育園の副食費の無
償化に取り組ませていただいた。

A

7 6とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日
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令和６年第１回臨時会（1月）
番　号 議　案 審議結果
議案第１号 令和５年度一般会計補正予算（第６号） 全員賛成可決

令和６年第１回定例会（3月）
番　号 議　案 審議結果
承認第１号 手数料条例の一部改正の専決処分 全員賛成承認
議案第２号 工事請負変更契約の締結（下水道工事　その１） 全員賛成可決
議案第３号 工事請負変更契約の締結（下水道工事　その２） 全員賛成可決
議案第４号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 全員賛成可決
議案第５号 子ども応援基金条例の制定 全員賛成可決

議案第６号 町政協力委員設置条例及び特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正 全員賛成可決

議案第７号 個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第８号 町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第９号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第１０号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第１１号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第１２号 国民健康保険税条例の一部改正 全員賛成可決
議案第１３号 手数料条例の一部改正 全員賛成可決

議案第１４号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正 全員賛成可決

議案第１５号 精神障害者医療費支給条例の一部改正 全員賛成可決
議案第１６号 介護保険条例の一部改正 全員賛成可決
議案第１７号 指定地域密着型サービス等の事業の人員等に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成可決

議案第１８号 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成可決

議案第１９号 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正 全員賛成可決
議案第２０号 消防団員等公務災害補償条例の一部改正 全員賛成可決
議案第２１号 令和５年度一般会計補正予算（第７号） 全員賛成可決
議案第２２号 令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 全員賛成可決
議案第２３号 令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 全員賛成可決
議案第２４号 令和５年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 全員賛成可決
議案第２５号 令和５年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 全員賛成可決
議案第２６号 令和６年度一般会計予算 全員賛成可決
議案第２７号 令和６年度国民健康保険特別会計予算 全員賛成可決
議案第２８号 令和６年度後期高齢者医療特別会計予算 全員賛成可決
議案第２９号 令和６年度介護保険特別会計予算 全員賛成可決
議案第３０号 令和６年度介護サービス事業特別会計予算 全員賛成可決
議案第３１号 令和６年度下水道事業会計予算 全員賛成可決
議案第３２号 副町長（安藤敏毅）の選任 賛成８反対１同意
議案第３３号 固定資産評価員（安藤敏毅）の選任 賛成８反対１同意
発議第１号 議会の会議に関する規則の一部改正 全員賛成可決

議長は議決には加わりません　太字は次項に掲載

議 案 一 覧



議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や審議を詳しく説明します。今回のテーマ「みんなでまちの価値を高める」という言葉にどのような

思いが込められているのか。
Q

令和６年度は町の風景が変わる。中学生の制服が変わり、青山地区では
造成工事が始まる。町の価値を行政だけでなく、町民の皆さんと一緒に
高めたい、という想いを込めた。

A

町長はどのような想いで中学生をグラント郡に送り出すのか、何を期待
されているのか。

Q

中学生たちに直接的な国際交流の機会を提供し、世界の広さを感じ、視
野を広げることを目的としている。ホームステイを通じて異なる文化や
習慣に触れ、貴重な経験を積むことで、将来の進路や人生に大いに活か
されることを期待している。彼らが帰国後、地域社会においてリーダー
シップを発揮し、地域の発展に寄与してくれることを願っている。

A

令和 6年度施政方針
施政方針

中学生の派遣事業は否定しないが、何故「今」再計上したのか。Q

元々、海外派遣をする前提でグラント郡と姉妹提携締結をしており、グラ
ント郡との約束になる。コロナ禍で実施できなかったが、今回唐突という
ことではない。

A

町立保育園の3歳～5歳児の給食費を無償化する予算を計上された
が、小中学校の給食費は値上げとなっている。国際交流や中学生の派遣
にかかる費用で、給食費値上げ分を負担できる。子育て世帯への経済
的負担軽減を優先するべきだと考えるが、どうか。

Q

給食費の値上げを抑制するために、海外派遣を見直す、ということは少
し論点が違うが、両方とも大事なことである。
給食費の無償化についても、実は色々
悩んだが、全国一律で取り組むべきだ
と思っている。国の動きをきちんと注
視して、実現に向けて、国へ要求して
いきたい。豊山町に許される財源の中
で、より年齢の低い児童対象に何かで
きないかと考え、保育園の副食費の無
償化に取り組ませていただいた。

A

7 6とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日
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介護保険料の増額議案
第１６号

議案
第２9号

●所得段階区分を１３段階に増やし、最大で月額７８０６円の値上げ

介護保険料の大幅な増額の理由は。Q

１つ目は、令和３年度から５年度までは介
護保険基金全額を取り崩して保険料を上
げず据え置いたためである。２つ目は、団
塊の世代が全て７５歳以上となることな
どにより給付費の増加が見込まれるため
である。３つ目は、国からの調整交付金が
５％を下回っているためである。給付費
の財源負担は法令により定められており、
これ以上の対応は困難であるため、増額
となった。

A

町民農園の運営

整備費は全額町負担となるのか。Q

県より構造物に対する物件保障127
万円をもらっている。また、神明農園・
神明公園駐車場の代替え地として金
剛地内の土地を取得している。不動
産売り払い収入などを活用し、整備を
行う。

A

●青山金剛地区に設置
●３９区画と駐車場も整備（８９６．６７㎡）

名古屋空港の利用促進 700万円

令和６年度の算出根拠は。Q

片道１回の補助金額２０００円の３５００回分である。予算の増額補正
をした令和５年度と同額とした。

A

たくさん利用される方
と、そうでない方とのバ
ランスという点で懸念が
あるが、町の考えは。

Q

令和４年度では、７回以
上申請された方が全体の
約５％であった。より多く
の方に利用していただけ
るよう、補助申請の上限
回数を６回に変更する。

A

介護保険料の改定

臨空第２公園の整備　　　　　　　　　　　　　　　　臨空第２公園の整備　　　　　　　　　　　　　　　　9億 5955万円

令和６年度に購入する土地面積は。Q

避難所機能と新たな賑わい創出機能を持つ臨空第２公園の整備に必
要な面積は２６，０００㎡であり、令和５年度に購入した１４，０００㎡を
除く、１２，０００㎡である。

A

890万円

議案
第２６号

いじめ・不登校への対応 0円

令和 6年度一般会計予算

中学校に設置される教育支援センターの概要は。Q

登校はできるが、自分のクラスに入りづらい生徒や気持ちを落ち着かせ
たい生徒などに対して中学校内に居場所を確保し、不登校を未然に防ぐ
ことを期待している。生徒が自分の意志で学ぶ場とし、生徒理解の深い
教員の配置を考えている。

A

小学校の校庭開放 0円

令和6年度も小学校の校庭開放を予
定しているが、予算は０円となってい
る。どのように実施する予定なのか。

Q

現在のところ、放課後子ども教室の
指導員が見守りをする方向で準備を
進めている。

A

9 8とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日
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介護保険料の増額議案
第１６号

議案
第２9号

●所得段階区分を１３段階に増やし、最大で月額７８０６円の値上げ

介護保険料の大幅な増額の理由は。Q

１つ目は、令和３年度から５年度までは介
護保険基金全額を取り崩して保険料を上
げず据え置いたためである。２つ目は、団
塊の世代が全て７５歳以上となることな
どにより給付費の増加が見込まれるため
である。３つ目は、国からの調整交付金が
５％を下回っているためである。給付費
の財源負担は法令により定められており、
これ以上の対応は困難であるため、増額
となった。

A

町民農園の運営

整備費は全額町負担となるのか。Q

県より構造物に対する物件保障127
万円をもらっている。また、神明農園・
神明公園駐車場の代替え地として金
剛地内の土地を取得している。不動
産売り払い収入などを活用し、整備を
行う。

A

●青山金剛地区に設置
●３９区画と駐車場も整備（８９６．６７㎡）

名古屋空港の利用促進 700万円

令和６年度の算出根拠は。Q

片道１回の補助金額２０００円の３５００回分である。予算の増額補正
をした令和５年度と同額とした。

A

たくさん利用される方
と、そうでない方とのバ
ランスという点で懸念が
あるが、町の考えは。

Q

令和４年度では、７回以
上申請された方が全体の
約５％であった。より多く
の方に利用していただけ
るよう、補助申請の上限
回数を６回に変更する。

A

介護保険料の改定

臨空第２公園の整備　　　　　　　　　　　　　　　　9億 5955万円

令和６年度に購入する土地面積は。Q

避難所機能と新たな賑わい創出機能を持つ臨空第２公園の整備に必
要な面積は２６，０００㎡であり、令和５年度に購入した１４，０００㎡を
除く、１２，０００㎡である。

A

890万円

議案
第２６号

いじめ・不登校への対応 0円

令和 6年度一般会計予算

中学校に設置される教育支援センターの概要は。Q

登校はできるが、自分のクラスに入りづらい生徒や気持ちを落ち着かせ
たい生徒などに対して中学校内に居場所を確保し、不登校を未然に防ぐ
ことを期待している。生徒が自分の意志で学ぶ場とし、生徒理解の深い
教員の配置を考えている。

A

小学校の校庭開放 0円

令和6年度も小学校の校庭開放を予
定しているが、予算は０円となってい
る。どのように実施する予定なのか。

Q

現在のところ、放課後子ども教室の
指導員が見守りをする方向で準備を
進めている。

A

9 8とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日
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介護保険料の増額議案
第１６号

議案
第２9号

●所得段階区分を１３段階に増やし、最大で月額７８０６円の値上げ

介護保険料の大幅な増額の理由は。Q

１つ目は、令和３年度から５年度までは介
護保険基金全額を取り崩して保険料を上
げず据え置いたためである。２つ目は、団
塊の世代が全て７５歳以上となることな
どにより給付費の増加が見込まれるため
である。３つ目は、国からの調整交付金が
５％を下回っているためである。給付費
の財源負担は法令により定められており、
これ以上の対応は困難であるため、増額
となった。

A

町民農園の運営

整備費は全額町負担となるのか。Q

県より構造物に対する物件保障127
万円をもらっている。また、神明農園・
神明公園駐車場の代替え地として金
剛地内の土地を取得している。不動
産売り払い収入などを活用し、整備を
行う。

A

●青山金剛地区に設置
●３９区画と駐車場も整備（８９６．６７㎡）

名古屋空港の利用促進 700万円

令和６年度の算出根拠は。Q

片道１回の補助金額２０００円の３５００回分である。予算の増額補正
をした令和５年度と同額とした。

A

たくさん利用される方
と、そうでない方とのバ
ランスという点で懸念が
あるが、町の考えは。

Q

令和４年度では、７回以
上申請された方が全体の
約５％であった。より多く
の方に利用していただけ
るよう、補助申請の上限
回数を６回に変更する。

A

介護保険料の改定

臨空第２公園の整備　　　　　　　　　　　　　　　　臨空第２公園の整備　　　　　　　　　　　　　　　　9億 5955万円

令和６年度に購入する土地面積は。Q

避難所機能と新たな賑わい創出機能を持つ臨空第２公園の整備に必
要な面積は２６，０００㎡であり、令和５年度に購入した１４，０００㎡を
除く、１２，０００㎡である。

A

890万円

議案
第２６号

いじめ・不登校への対応 0円

令和 6年度一般会計予算

中学校に設置される教育支援センターの概要は。Q

登校はできるが、自分のクラスに入りづらい生徒や気持ちを落ち着かせ
たい生徒などに対して中学校内に居場所を確保し、不登校を未然に防ぐ
ことを期待している。生徒が自分の意志で学ぶ場とし、生徒理解の深い
教員の配置を考えている。

A

小学校の校庭開放 0円

令和6年度も小学校の校庭開放を予
定しているが、予算は０円となってい
る。どのように実施する予定なのか。

Q

現在のところ、放課後子ども教室の
指導員が見守りをする方向で準備を
進めている。

A
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産後ケア事業

産後のお母さんを支える体制について説明を。Q

現在実施している、医療機関において宿泊をしてケア
を受けるショートステイ型と日帰りでケアを受けるデ
イサービス型の産後ケアに加え、令和６年度は、助産師
が自宅へ訪問するアウトリーチ型を実施予定である。
３種類とも、母親に対する心理的・身体的ケアや授乳指
導、沐浴などの育児手技の指導や育児・生活の相談を
実施する。

A

9万円

議案
第３１号 下水道事業会計予算

公営企業会計に変わり、どのような点が変わるのか。Q

官庁会計は「現金主義」により会計処理を行うが、企業会計では金銭のや
りとりの有無に関係なく取り引きが発生した時点で費用と収益を計上す
る「発生主義」となる。財務諸表も作成するため、経営状況を把握できる
ようになる。

A

●公共下水道事業特別会計から「下水道事業会計」へ変更

生殖補助医療費助成金

一般不妊治療に加え生殖補助医療に対して助成をするが、その算出
根拠は。

Q

令和３年度まで愛知県が体外受
精・顕微授精の特定不妊治療の助
成を行っており、令和２年度は１５
組、令和３年度は２２組の実績があ
り、増加しているため、想定２５組
とした。

A

500万円

３月11日（月）８人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

◎全文記録（議事録）は、６月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

産後ケア事業

生殖補助医療費補助事業

補助対象

補 助 額

体外受精、顕微授精、男性の不妊手術
※保険適用分

１年間に要した治療費
上限２０万円　

11 10とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日
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産後ケア事業

産後のお母さんを支える体制について説明を。Q

現在実施している、医療機関において宿泊をしてケア
を受けるショートステイ型と日帰りでケアを受けるデ
イサービス型の産後ケアに加え、令和６年度は、助産師
が自宅へ訪問するアウトリーチ型を実施予定である。
３種類とも、母親に対する心理的・身体的ケアや授乳指
導、沐浴などの育児手技の指導や育児・生活の相談を
実施する。

A

9万円

議案
第３１号 下水道事業会計予算

公営企業会計に変わり、どのような点が変わるのか。Q

官庁会計は「現金主義」により会計処理を行うが、企業会計では金銭のや
りとりの有無に関係なく取り引きが発生した時点で費用と収益を計上す
る「発生主義」となる。財務諸表も作成するため、経営状況を把握できる
ようになる。

A

●公共下水道事業特別会計から「下水道事業会計」へ変更

生殖補助医療費助成金

一般不妊治療に加え生殖補助医療に対して助成をするが、その算出
根拠は。

Q

令和３年度まで愛知県が体外受
精・顕微授精の特定不妊治療の助
成を行っており、令和２年度は１５
組、令和３年度は２２組の実績があ
り、増加しているため、想定２５組
とした。

A

500万円

３月11日（月）８人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

◎全文記録（議事録）は、６月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

産後ケア事業

生殖補助医療費補助事業

補助対象

補 助 額

体外受精、顕微授精、男性の不妊手術
※保険適用分

１年間に要した治療費
上限２０万円　

11 10とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日
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産後ケア事業

産後のお母さんを支える体制について説明を。Q

現在実施している、医療機関において宿泊をしてケア
を受けるショートステイ型と日帰りでケアを受けるデ
イサービス型の産後ケアに加え、令和６年度は、助産師
が自宅へ訪問するアウトリーチ型を実施予定である。
３種類とも、母親に対する心理的・身体的ケアや授乳指
導、沐浴などの育児手技の指導や育児・生活の相談を
実施する。

A

9万円

議案
第３１号 下水道事業会計予算

公営企業会計に変わり、どのような点が変わるのか。Q

官庁会計は「現金主義」により会計処理を行うが、企業会計では金銭のや
りとりの有無に関係なく取り引きが発生した時点で費用と収益を計上す
る「発生主義」となる。財務諸表も作成するため、経営状況を把握できる
ようになる。

A

●公共下水道事業特別会計から「下水道事業会計」へ変更

生殖補助医療費助成金

一般不妊治療に加え生殖補助医療に対して助成をするが、その算出
根拠は。

Q

令和３年度まで愛知県が体外受
精・顕微授精の特定不妊治療の助
成を行っており、令和２年度は１５
組、令和３年度は２２組の実績があ
り、増加しているため、想定２５組
とした。

A

500万円

３月11日（月）８人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

◎全文記録（議事録）は、６月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

産後ケア事業

生殖補助医療費補助事業

補助対象

補 助 額

体外受精、顕微授精、男性の不妊手術
※保険適用分

１年間に要した治療費
上限２０万円　

11 10とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日
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１ 大 口 司 郎 ●町職員のワーク・ライフ・バランスについて P.12

２ 岩 下 竜 也 ●書面提出や押印等の制度・慣行の見直しを
●人材確保に関する支援について P.13

３ 熊 沢 直 紀 ●1月20日の町政に関する住民懇談会について P.14

４ 岩村みゆき ●今後のフレイル予防対策について P.15

５ 作 野 桂 子 ●減災対策の推進を
●中学校施設整備は住民の声反映を P.16

６ 岡 島 　 剛 ●タウンバスを中心とした公共交通の現状とこれからについて P.17

７ 水 野 　 晃 ●終活支援事業について P.18

８ 岡 島 政 信 ●能登半島地震に関する防災対策とその現状について P.19



い わ し た

岩下竜也 議員
IWASHITA Tatsuya

た つ  や

Q.押印など制度の見直しを
A.効率化・デジタル化を推進

Q.ワーク・ライフ・バランスは

A.町で計画を策定する予定はない

Q.
人
材
確
保
に
関
す
る
支
援
を

A.
周
辺
自
治
体
の
施
策
を
調
査

13 12とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日
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お お ぐ ち

大口司郎 議員
OGUCHI Shiro

し ろ う

　
町
長
の
施
政
方
針
の
中
に
も
話

が
あ
っ
た
よ
う
に
社
会
課
題
や
町

民
ニ
ー
ズ
の
急
速
な
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推

進
す
る
事
が
や
は
り
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
感
じ
る
。
更
な
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
ま
た
無
駄
の
な

い
業
務
に
よ
る
生
産
性
ア
ッ
プ
の

た
め
に
は
、
書
面
提
出
や
押
印
な

ど
の
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
も
同

時
に
必
要
だ
と
思
う
。

Q
現
在
、
豊
山
町
役
場
１
階
に

あ
る
、
電
子
モ
ニ
タ
ー
（
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
）
の
、
現
在

の
活
用
状
況
を
問
う
。

A
総
務
部
長

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、

緊
急
情
報
の
ほ
か
、
庁
舎
案
内
を

掲
載
し
て
い
る
。
来
庁
者
が
画
面

に
触
れ
て
操
作
す
る
こ
と
で
、
役

場
内
の
行
き
た
い
場
所
ま
で
わ
か

り
や
す
く
案
内
し
て
い
る
。

Q
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
事
も
大
事
だ
が
、
既
存
の

物
を
有
効
活
用
し
て
い
く
事
も
、

し
っ
か
り
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
町
と
し
て
の
考
え
は
。

A
総
務
部
長

今
後
は
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
を
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
周
知
方
法
や
配
置
場
所
を
見

直
す
な
ど
、
す
べ
て
の
来
庁
者
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
窓
口
の
案

内
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

Q
町
民
の
皆
さ
ま
、
事
業
者
の

方
か
ら
、
い
ま
だ
に
窓
口
対

応
、
紙
ベ
ー
ス
・
押
印
が
多
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
見
直
し
な
ど
、

今
後
の
考
え
は
。

A
企
画
調
整
部
長

「
書
か
な
い
窓
口
」
を
現
在
、

検
討
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
、Ｄ

Ｘ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
。

　
全
国
的
に
年
々
深
刻
化
し
て
い

る
人
手
不
足
問
題
。
近
隣
市
町
で

は
就
職
支
援
サ
イ
ト
掲
載
助
成
事

業
補
助
金
、
新
規
雇
用
関
連
補
助

金
な
ど
人
材
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

Q
町
と
し
て
何
か
具
体
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か

改
め
て
聞
く
。

A
総
務
部
長

時
差
勤
務
制
度
を
導
入
し
、

職
員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

た
働
き
方
を
可
能
に
し
た
ほ
か
、

職
場
に
お
け
る
職
員
の
孤
立
や
精

神
的
不
安
の
解
消
を
目
指
し
た
メ

ン
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、
複
雑
化

す
る
職
員
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
努

め
る
な
ど
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
の
意
欲
と
能
力
を

最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
同
じ
所
属
で
３
年

を
経
過
し
た
職
員
を
対
象
に
、
キ

ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
意
向
調
査

を
実
施
し
、
職
員
自
ら
が
働
い
て

み
た
い
職
場
へ
の
異
動
希
望
を
聞

く
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。Q

中
小
企
業
者
向
け
人
材
確
保

支
援
な
ど
は
現
在
行
っ
て
い

る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

現
在
、町
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

Q
中
小
企
業
者
向
け
人
材
確
保

支
援
な
ど
の
今
後
の
考
え

は
。A

産
業
建
設
部
長

周
辺
自
治
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
人
材
確
保
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
は
、
そ
の
実
効
性
を
見
極

め
る
な
ど
施
策
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

デジタルサイネージ

い わ し た

岩下竜也 議員
IWASHITA Tatsuya

た つ  や

Q.押印など制度の見直しを
A.効率化・デジタル化を推進

Q.ワーク・ライフ・バランスは

A.町で計画を策定する予定はない

Q.
人
材
確
保
に
関
す
る
支
援
を

A.
周
辺
自
治
体
の
施
策
を
調
査
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注
目
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

注
目
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

お お ぐ ち

大口司郎 議員
OGUCHI Shiro

し ろ う

　
職
員
は
町
の
「
宝
」
で
あ
る
と

は
い
え
、
休
暇
の
取
得
を
目
指
す

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

有
り
様
が
、
住
民
の
状
況
か
ら
、

あ
ま
り
に
乖
離
し
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
。

Q
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年

度
ま
で
の
町
職
員
の
平
均
有

給
休
暇
の
取
得
実
績
は
何
日
か
。

A
総
務
部
長

令
和
２
年
度
に
お
け
る
年
次

有
給
休
暇
の
平
均
取
得
日
数
は

７
．８
日
、
令
和
３
年
度
は
９
．２

日
、令
和
４
年
度
は
９
．４
日
で
あ

り
、
３
年
間
の
年
次
有
給
休
暇
の

平
均
取
得
日
数
は
、
８
．８
日
。

Q
こ
の
実
績
は
妥
当
と
考
え
て

い
る
か
。
妥
当
で
あ
る
、
ま

た
は
不
足
・
過
剰
で
あ
る
と
考
え

る
根
拠
は
何
か
。

A
総
務
部
長

本
町
に
お
け
る
年
次
有
給
休

暇
の
平
均
取
得
日
数
に
つ
い
て

は
、
過
去
３
年
の
推
移
を
み
て
も

年
々
増
加
傾
向
に
は
あ
る
が
、
県

内
市
町
村
職
員
と
比
べ
る
と
低
い

こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
取
得
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
町
内
の
民
間
企
業
の
有
給
休

暇
の
取
得
状
況
は
把
握
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
県
の
休
み
方
改

革
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
参
加

し
て
い
る
企
業
は
町
内
に
い
く
つ

あ
る
か
。

A
産
業
建
設
部
長

町
内
の
民
間
企
業
の
有
給
休

暇
の
取
得
状
況
は
、
把
握
し
て
い

な
い
。

　
ま
た
、
県
の
「
休
み
方
改
革
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る

本
町
内
の
団
体
は
、
名
古
屋
空
港

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
と
本
町

の
２
者
が
参
加
し
て
い
る
。

Q
民
間
企
業
と
の
連
携
な
ど
官

民
一
体
と
な
っ
て
、
計
画
を

作
成
・
実
施
し
て
い
く
な
ど
の
考

え
は
あ
る
か
。
今
後
ど
の
よ
う
な

施
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
、
具

体
的
に
示
し
て
ほ
し
い
。

A
総
務
部
長

経
済
団
体
、
労
働
団
体
、
行

政
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
「
あ
い

ち
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
協
議
会
」が
主
体
と
な
っ
て
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
行
動
計

画
を
策
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
で
個
別
の
計
画
を
策
定
す
る
予

定
は
な
い
。



い わ し た

岩下竜也 議員
IWASHITA Tatsuya

た つ  や

Q.押印など制度の見直しを
A.効率化・デジタル化を推進

Q.ワーク・ライフ・バランスは

A.町で計画を策定する予定はない

Q.
人
材
確
保
に
関
す
る
支
援
を

A.
周
辺
自
治
体
の
施
策
を
調
査
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し ろ う

　
町
長
の
施
政
方
針
の
中
に
も
話

が
あ
っ
た
よ
う
に
社
会
課
題
や
町

民
ニ
ー
ズ
の
急
速
な
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推

進
す
る
事
が
や
は
り
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
感
じ
る
。
更
な
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
ま
た
無
駄
の
な

い
業
務
に
よ
る
生
産
性
ア
ッ
プ
の

た
め
に
は
、
書
面
提
出
や
押
印
な

ど
の
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
も
同

時
に
必
要
だ
と
思
う
。

Q
現
在
、
豊
山
町
役
場
１
階
に

あ
る
、
電
子
モ
ニ
タ
ー
（
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
）
の
、
現
在

の
活
用
状
況
を
問
う
。

A
総
務
部
長

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、

緊
急
情
報
の
ほ
か
、
庁
舎
案
内
を

掲
載
し
て
い
る
。
来
庁
者
が
画
面

に
触
れ
て
操
作
す
る
こ
と
で
、
役

場
内
の
行
き
た
い
場
所
ま
で
わ
か

り
や
す
く
案
内
し
て
い
る
。

Q
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
事
も
大
事
だ
が
、
既
存
の

物
を
有
効
活
用
し
て
い
く
事
も
、

し
っ
か
り
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
町
と
し
て
の
考
え
は
。

A
総
務
部
長

今
後
は
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
を
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
周
知
方
法
や
配
置
場
所
を
見

直
す
な
ど
、
す
べ
て
の
来
庁
者
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
窓
口
の
案

内
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

Q
町
民
の
皆
さ
ま
、
事
業
者
の

方
か
ら
、
い
ま
だ
に
窓
口
対

応
、
紙
ベ
ー
ス
・
押
印
が
多
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
見
直
し
な
ど
、

今
後
の
考
え
は
。

A
企
画
調
整
部
長

「
書
か
な
い
窓
口
」
を
現
在
、

検
討
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
、Ｄ

Ｘ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
。

　
全
国
的
に
年
々
深
刻
化
し
て
い

る
人
手
不
足
問
題
。
近
隣
市
町
で

は
就
職
支
援
サ
イ
ト
掲
載
助
成
事

業
補
助
金
、
新
規
雇
用
関
連
補
助

金
な
ど
人
材
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

Q
町
と
し
て
何
か
具
体
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か

改
め
て
聞
く
。

A
総
務
部
長

時
差
勤
務
制
度
を
導
入
し
、

職
員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

た
働
き
方
を
可
能
に
し
た
ほ
か
、

職
場
に
お
け
る
職
員
の
孤
立
や
精

神
的
不
安
の
解
消
を
目
指
し
た
メ

ン
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、
複
雑
化

す
る
職
員
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
努

め
る
な
ど
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
の
意
欲
と
能
力
を

最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
同
じ
所
属
で
３
年

を
経
過
し
た
職
員
を
対
象
に
、
キ

ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
意
向
調
査

を
実
施
し
、
職
員
自
ら
が
働
い
て

み
た
い
職
場
へ
の
異
動
希
望
を
聞

く
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。Q

中
小
企
業
者
向
け
人
材
確
保

支
援
な
ど
は
現
在
行
っ
て
い

る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

現
在
、町
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

Q
中
小
企
業
者
向
け
人
材
確
保

支
援
な
ど
の
今
後
の
考
え

は
。A

産
業
建
設
部
長

周
辺
自
治
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
人
材
確
保
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
は
、
そ
の
実
効
性
を
見
極

め
る
な
ど
施
策
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

デジタルサイネージ
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な お  き

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
よ
っ

て
気
力
・
体
力
が
徐
々
に
落
ち
要

介
護
状
態
の
一
歩
手
前
の
状
態
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
状
態
に
早
く

気
付
き
対
策
す
る
こ
と
で
健
康
な

状
態
に
戻
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。

　
豊
山
町
に
お
い
て
も
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
の
予
防
対
策
が
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
行

動
制
限
・
活
動
制
限
が
行
わ
れ
、

今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が
、

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
フ
レ
イ
ル
予
防
対

策
を
新
し
い
方
策
も
含
め
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
質
問

す
る
。

Q
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
フ
レ

イ
ル
予
防
対
策
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　
ま
た
、
感
想
、
課
題
を
聞
く
。

A
生
活
福
祉
部
長

令
和
３
年
度
か
ら
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
や
フ
レ
イ

ル
測
定
会
、
介
護
予
防
教
室
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

　「
フ
レ
イ
ル
測
定
会
」
や
「
か
ら

だ
測
定
会
」
で
は
自
身
の
状
態
を

客
観
的
に
把
握
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
参
加
者
か
ら
は
「
体
操
教
室

へ
の
参
加
に
つ
な
が
っ
た
」
な
ど

の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
は
、
フ
レ
イ
ル
に
該

当
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
フ
レ
イ

ル
予
防
を
支
援
し
て
い
る
も
の
の
、

長
年
行
っ
て
き
た
生
活
習
慣
を
急

に
変
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
体
力

や
筋
力
の
衰
え
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
、
体
力
の

回
復
な
ど
に
は
時
間
を
要
す
る
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　
介
護
予
防
教
室
に
つ
い
て
は
、

当
該
教
室
の
指
導
者
か
ら
参
加
さ

れ
て
い
る
方
は
体
力
の
衰
え
が
少

な
い
と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
フ
レ
イ
ル
予
防
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
、
も
う
少
し
若
い
世
代
か
ら

行
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
企
業
と
も
積
極
的
に
連
携

し
て
は
ど
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
に

つ
い
て
、
考
え
を
聞
く
。

A
生
活
福
祉
部
長

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
フ
レ

イ
ル
予
防
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結

果
を
踏
ま
え
る
と
、
高
齢
者
は
長

年
行
っ
て
き
た
生
活
習
慣
を
急
に

変
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、

体
力
の
回
復
に
は
時
間
を
要
す
る

傾
向
が
あ
る
た
め
、
若
い
世
代
の

方
に
も
フ
レ
イ
ル
予
防
の
啓
発
を

行
い
、
年
齢
を
重
ね
て
も
元
気
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
大
切
さ
を

認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
、
若
い
世
代
の
方
に

も
気
軽
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

る
機
会
を
設
け
、
フ
レ
イ
ル
予
防

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。

　
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
令
和
５

年
度
に
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

行
っ
た
「
か
ら
だ
測
定
会
」
に
つ

い
て
は
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
名
古
屋
市
の
ほ
か
、
先

進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
若

い
世
代
も
対
象
と
し
た
フ
レ
イ
ル

予
防
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
く
。

健康福祉フェスティバルで健康体操
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く ま ざ わ

熊沢直紀 議員
KUMAZAWA Naoki

な お  き

　
去
る
１
月
20
日
町
政
に
関
す
る

住
民
懇
談
会
に
て
、
今
後
の
40
年

間
に
公
共
施
設
な
ど
の
改
修
・
建

て
替
え
に
か
か
る
費
用
の
総
額
を

３
２
８
億
円
と
試
算
し
、
財
政
的

に
大
変
で
あ
る
か
ら
、ス
カ
イ
プ
ー

ル
を
令
和
６
年
度
を
も
っ
て
廃
止

と
の
こ
と
。

　
財
政
的
に
大
変
で
あ
る
か
ら
と

い
い
な
が
ら
、
な
ぜ
、
財
調
を
取

り
崩
し
、
ま
た
、
基
金
を
取
り
崩

し
、
債
券
を
購
入
し
て
い
る
の
か
、

理
屈
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
豊
山
町
公
金
管
理
及
び
運
用
基

準
と
豊
山
町
債
券
運
用
指
針
を
根

拠
に
財
政
調
整
基
金
と
わ
た
ぬ
き

基
金
を
債
券
運
用
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

Q
財
政
調
整
基
金
か
ら
３
．７
億

円
、
わ
た
ぬ
き
基
金
か
ら
２

億
円
を
債
券
運
用
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
会
社
か

ら
購
入
し
、ど
の
よ
う
な
債
券（
ま

た
何
年
物
）
で
あ
る
の
か
。

　
債
券
を
購
入
す
る
に
は
、
公
金

管
理
委
員
会
に
諮
り
、
決
済
を
必

要
と
す
る
と
の
こ
と
だ
が
人
員
構

成
な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

最
高
い
く
ら
ま
で
運
用
さ
れ
る
お

つ
も
り
か
。
基
準
は
作
っ
て
あ
る

の
か
。

A
総
務
部
長

現
在
、
財
政
調
整
基
金
で
は

４
件
の
債
券
を
購
入
し
、
わ
た
ぬ

き
基
金
で
は
３
件
の
債
券
を
購
入

し
て
い
る
。
５
年
の
東
京
都
公
募

公
債
、
愛
知
県
公
募
公
債
、
７
年

の
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱

の
社
債
、
10
年
の
福
岡
県
公
募
公

債
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

㈱
の
社
債
、
20
年
の
福
岡
北
九
州

高
速
道
路
公
社
の
公
社
債
で
あ

る
。
公
金
管
理
委
員
会
の
人
員
構

成
は
副
町
長
は
じ
め
４
部
長
と
会

計
管
理
者
の
６
人
で
あ
る
。
運
用

は
、
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
。

Q
先
の
１
月
20
日
の
町
政
に
関

す
る
住
民
懇
談
会
に
お
い

て
、
町
長
の
挨
拶
の
中
で
豊
山
ス

カ
イ
プ
ー
ル
の
廃
止
は
最
終
決
定

で
は
な
い
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
が

ど
う
い
う
こ
と
か
。
最
終
決
定
で

無
い
な
ら
、
豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル

を
廃
止
、
ま
た
は
、
継
続
す
る
か

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
取
っ
た
ら

ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

議
会
で
の
協
議
な
ど
所
要
の

手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
件

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予
定
は
な

い
。Q

令
和
６
年
度
は
町
内
者
と
町

外
者
の
入
場
料
に
差
額
を
設

け
て
開
場
し
て
は
ど
う
か
。
単
純

に
平
均
４
０
０
円
と
す
れ
ば
、
５

万
人
で
２
千
万
円
と
な
る
が
。
条

例
改
正
も
伴
う
が
６
月
議
会
に
検

討
し
て
提
出
さ
れ
れ
ば
よ
い
。

　
町
長
の
公
約
の
、
こ
の
地
に
豊

山
中
学
校
を
移
転
す
る
に
し
て

も
、
10
年
ほ
ど
後
に
な
り
、
こ
の

施
設
を
壊
す
に
し
て
も
相
当
な
費

用
が
掛
か
り
、
こ
の
施
設
を
放
置

し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
町
長
と
教
育
長
は
、

ス
カ
イ
プ
ー
ル
廃
止
の
言
を
撤
回

さ
れ
た
方
が
よ
ろ
し
い
の
で
は
な

い
か
。

A
教
育
長

現
在
の
と
こ
ろ
廃
止
の
考
え

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

豊山スカイプール



Q.スカイプール廃止撤回を
A.廃止の考えは変わっていないA.

Q.今後のフレイル予防対策は
対象年齢の引き下げを検討

15 14

い わ む ら

岩村みゆき 議員
IWAMURA Miyuki

とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日とよやま議会だよりNO.168　令和6年5月１日

注
目
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

注
目
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

く ま ざ わ

熊沢直紀 議員
KUMAZAWA Naoki

な お  き

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
よ
っ

て
気
力
・
体
力
が
徐
々
に
落
ち
要

介
護
状
態
の
一
歩
手
前
の
状
態
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
状
態
に
早
く

気
付
き
対
策
す
る
こ
と
で
健
康
な

状
態
に
戻
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。

　
豊
山
町
に
お
い
て
も
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
の
予
防
対
策
が
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
行

動
制
限
・
活
動
制
限
が
行
わ
れ
、

今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が
、

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
フ
レ
イ
ル
予
防
対

策
を
新
し
い
方
策
も
含
め
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
質
問

す
る
。

Q
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
フ
レ

イ
ル
予
防
対
策
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　
ま
た
、
感
想
、
課
題
を
聞
く
。

A
生
活
福
祉
部
長

令
和
３
年
度
か
ら
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
や
フ
レ
イ

ル
測
定
会
、
介
護
予
防
教
室
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

　「
フ
レ
イ
ル
測
定
会
」
や
「
か
ら

だ
測
定
会
」
で
は
自
身
の
状
態
を

客
観
的
に
把
握
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
参
加
者
か
ら
は
「
体
操
教
室

へ
の
参
加
に
つ
な
が
っ
た
」
な
ど

の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
は
、
フ
レ
イ
ル
に
該

当
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
フ
レ
イ

ル
予
防
を
支
援
し
て
い
る
も
の
の
、

長
年
行
っ
て
き
た
生
活
習
慣
を
急

に
変
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
体
力

や
筋
力
の
衰
え
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
、
体
力
の

回
復
な
ど
に
は
時
間
を
要
す
る
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　
介
護
予
防
教
室
に
つ
い
て
は
、

当
該
教
室
の
指
導
者
か
ら
参
加
さ

れ
て
い
る
方
は
体
力
の
衰
え
が
少

な
い
と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
フ
レ
イ
ル
予
防
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
、
も
う
少
し
若
い
世
代
か
ら

行
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
企
業
と
も
積
極
的
に
連
携

し
て
は
ど
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
に

つ
い
て
、
考
え
を
聞
く
。

A
生
活
福
祉
部
長

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
フ
レ

イ
ル
予
防
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結

果
を
踏
ま
え
る
と
、
高
齢
者
は
長

年
行
っ
て
き
た
生
活
習
慣
を
急
に

変
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、

体
力
の
回
復
に
は
時
間
を
要
す
る

傾
向
が
あ
る
た
め
、
若
い
世
代
の

方
に
も
フ
レ
イ
ル
予
防
の
啓
発
を

行
い
、
年
齢
を
重
ね
て
も
元
気
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
大
切
さ
を

認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
、
若
い
世
代
の
方
に

も
気
軽
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

る
機
会
を
設
け
、
フ
レ
イ
ル
予
防

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。

　
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
令
和
５

年
度
に
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

行
っ
た
「
か
ら
だ
測
定
会
」
に
つ

い
て
は
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
名
古
屋
市
の
ほ
か
、
先

進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
若

い
世
代
も
対
象
と
し
た
フ
レ
イ
ル

予
防
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
く
。

健康福祉フェスティバルで健康体操
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令
和
５
年
９
月
定
例
会
お
い

て
、
各
交
通
事
業
者
に
対
し
て
、

令
和
６
年
４
月
以
降
の
運
行
に
向

け
て
、
対
応
方
針
や
既
存
の
ダ
イ

ヤ
の
維
持
を
ど
の
よ
う
に
要
請
し

て
い
く
の
か
、
今
後
の
公
共
交
通

に
つ
い
て
と
題
し
て
質
問
を
し
た
。

　
と
よ
や
ま
タ
ウ
ン
バ
ス
の
令
和

６
年
４
月
１
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

つ
い
て
、
①
所
要
時
間
の
延
長
、

②
南
ル
ー
ト
の
減
便
、
③
北
ル
ー

ト
の
最
終
便
短
縮
の
３
つ
の
改
正

点
が
広
報
と
よ
や
ま
３
月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
息
・
休
憩
の
確

保
に
よ
る
安
全
安
心
な
運
行
の
確

保
や
既
存
の
運
転
手
に
よ
っ
て
可

能
な
限
り
の
利
便
性
が
保
た
れ
て

い
る
。

　
他
の
地
域
で
は
、
利
便
性
が
低

下
す
る
交
通
機
関
が
多
数
あ
る

が
、
タ
ウ
ン
バ
ス
の
改
正
は
、
通

勤
通
学
の
時
間
帯
の
利
便
性
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
ダ
イ
ヤ

改
正
の
結
果
に
至
る
ま
で
に
は
、

町
と
バ
ス
事
業
者
と
の
間
で
幾
度

に
も
渉
る
調
整
を
さ
れ
た
と
聞
い

て
お
り
、
昨
年
に
は
、
議
員
有
志

に
よ
り
各
バ
ス
事
業
者
に
要
望
も

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
、
人
手
不
足
な
ど
依
然
と
し

て
厳
し
い
中
、
超
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
よ
り
、
公
共
交
通
を
主
体

と
し
た
移
動
支
援
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

Q
町
と
し
て
、
今
回
の
ダ
イ
ヤ

改
正
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

ダ
イ
ヤ
改
正
の
影
響
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
べ
く
、
バ
ス
事
業

者
と
の
協
議
を
進
め
る
中
で
、
バ

ス
事
業
者
に
お
い
て
も
新
た
に
運

転
手
を
採
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
結
果
、
１
便
の
減
少
は

あ
っ
た
も
の
の
、
通
勤
・
通
学
の

時
間
帯
で
あ
る
朝
と
夜
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
ほ
ぼ
同

じ
時
間
帯
で
の
運
行
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
評
価
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
要
望
活
動
を
行
っ
た
議
員
の
皆

さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

Q
令
和
６
年
度
の
事
業
に
、
デ

マ
ン
ド
型
交
通
の
実
証
実
験

の
予
算
が
あ
る
。
デ
マ
ン
ド
型
交

通
を
含
め
、
今
後
の
公
共
交
通
の

展
望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実
証
実

験
に
つ
い
て
は
、
豊
山
町
地
域
公

共
交
通
計
画
に
定
め
た
「
多
様
な

交
通
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
や
新
た

な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
」
の
実

現
に
向
け
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
詳
細
は
事
業
者
と
の
調
整
で
決

定
す
る
が
、
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し

て
一
定
期
間
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
運
行
を
行
い
た
い
。

ま
た
、
対
象
の
方
を
限
定
し
、
一

定
の
負
担
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
、
定

時
定
路
線
バ
ス
に
限
ら
ず
一
人
ひ

と
り
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
交

通
手
段
に
よ
り
、
誰
も
が
、
安
全

安
心
で
便
利
に
、
行
き
た
い
と
こ

ろ
に
行
け
る
地
域
公
共
交
通
の
実

現
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
実
証
実
験
で
は
「
デ
マ

ン
ド
型
交
通
」
の
本
町
へ
の
導
入

の
可
能
性
や
諸
課
題
に
つ
い
て
し

っ
か
り
確
認
し
て
い
く
。

ダイヤ改正後も利便性が保たれる
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日
本
で
は
、
相
次
い
で
大
き
な

地
震
が
発
生
し
て
い
る
。
日
本
人

の
２
人
に
１
人
が
被
害
に
遭
う
と

言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、

外
部
か
ら
の
救
助
は
す
ぐ
に
来
ら

れ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち

に
来
て
も
ら
う
こ
と
も
難
し
い
。

　
自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で

守
れ
る
よ
う
、
町
民
の
命
を
町
が

守
れ
る
よ
う
、
町
全
体
で
対
策
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
私
は
微
力
な
が
ら
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
実
際
に
自

分
で
被
災
地
の
様
子
を
見
て
、
災

害
が
起
き
る
前
に
対
策
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
気
付
い
た
。

Q
災
害
に
強
い
住
宅
を
１
軒
で

も
増
や
す
た
め
、
発
災
前
に

外
壁
に
異
常
が
な
い
か
、
屋
根
に

傷
や
剥
が
れ
、
瓦
の
緊
結
方
法
な

ど
、
診
断
・
補
強
・
改
修
な
ど
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
地
震
・
台
風
・

豪
雨
・
火
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

自
然
災
害
や
人
為
的
災
害
に
対
応

す
る
「
防
災
リ
フ
ォ
ー
ム
」
の
補

助
金
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

瓦
屋
根
の
強
い
風
に
対
す
る

耐
久
性
能
の
診
断
や
改
修
は
、
令

和
５
年
４
月
以
降
、
国
・
県
に
お

い
て
助
成
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。

本
町
も
実
施
に
向
け
進
め
て
い
く
。

Q
発
災
時
、圧
死
が
多
い
こ
と
、

転
倒
し
た
家
具
に
挟
ま
れ
た

場
合
、
逃
げ
出
せ
な
く
な
る
、
ガ

ラ
ス
が
割
れ
て
ケ
ガ
を
す
る
こ
と

も
あ
る
。
安
全
な
生
活
空
間
を
確

保
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　
家
具
転
倒
防
止
器
具
購
入
補
助

金
の
再
開
と
高
齢
者
な
ど
に
対
し

て
の
取
り
付
け
支
援
を
し
て
は
ど

う
か
。

A
企
画
調
整
部
長

補
助
金
申
請
の
実
績
が
な
か

っ
た
た
め
平
成
22
年
に
廃
止
し

た
。
能
登
半
島
地
震
の
検
証
な
ど

を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
支
援
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
検
討
し
て
い
く
。

Q
豊
山
町
中
学
校
施
設
整
備
基

本
構
想
会
議
の
委
員
に
女
性

が
０
人
で
、
関
係
団
体
の
代
表
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
で
も
、
住
民
の
意
見

は
十
分
に
聴
け
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
の
か
。
令
和
６
年
度
の
協

議
内
容
で
あ
る
建
設
候
補
地
・
事

業
手
法
に
町
民
の
意
見
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A
教
育
長

女
性
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

私
た
ち
は
そ
う
は
考
え
て
い
な
い
。

　
専
門
家
か
ら
デ
ー
タ
分
析
や
意

見
の
反
映
方
法
な
ど
を
聞
き
な
が

ら
、
適
時
適
切
に
ど
の
よ
う
な
方

法
が
最
善
で
あ
る
の
か
検
討
し
な

が
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反

映
し
て
い
き
た
い
。

Q
令
和
３
年
に
教
育
長
は
「
児

童
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
住
民
説
明
会
な
ど
を

行
い
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を

十
分
に
反
映
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、

委
員
の
構
成
に
つ
い
て
、
女
性
が

い
な
い
こ
と
な
ど
は
十
分
に
補
完

で
き
る
」
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。

住
民
説
明
会
な
ど
を
実
施
せ
ず
、

ど
の
よ
う
に
住
民
の
声
を
反
映
す

る
つ
も
り
な
の
か
。

A
町
長

段
階
を
見
計
ら
っ
て
、
必
要

な
時
に
必
要
な
措
置
を
と
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
構
想
会

議
で
基
本
計
画
を
定
め
て
も
確
定

で
は
な
い
。
今
後
も
、
皆
さ
ん
か

ら
幅
広
い
意
見
が
出
る
と
思
っ
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
、
最
終
的
な
判

断
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
住
民
の
声
を
ど
う

取
り
入
れ
て
い
く
か
は
、
私
も
悩

ん
で
い
る
。
よ
り
住
民
の
方
に
寄

り
添
っ
た
と
い
う
か
、
分
か
り
や

す
い
形
で
懇
談
会
も
進
め
て
施
策

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

落下の危険もある瓦
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と
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つ よ し

　
令
和
５
年
９
月
定
例
会
お
い

て
、
各
交
通
事
業
者
に
対
し
て
、

令
和
６
年
４
月
以
降
の
運
行
に
向

け
て
、
対
応
方
針
や
既
存
の
ダ
イ

ヤ
の
維
持
を
ど
の
よ
う
に
要
請
し

て
い
く
の
か
、
今
後
の
公
共
交
通

に
つ
い
て
と
題
し
て
質
問
を
し
た
。

　
と
よ
や
ま
タ
ウ
ン
バ
ス
の
令
和

６
年
４
月
１
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

つ
い
て
、
①
所
要
時
間
の
延
長
、

②
南
ル
ー
ト
の
減
便
、
③
北
ル
ー

ト
の
最
終
便
短
縮
の
３
つ
の
改
正

点
が
広
報
と
よ
や
ま
３
月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
息
・
休
憩
の
確

保
に
よ
る
安
全
安
心
な
運
行
の
確

保
や
既
存
の
運
転
手
に
よ
っ
て
可

能
な
限
り
の
利
便
性
が
保
た
れ
て

い
る
。

　
他
の
地
域
で
は
、
利
便
性
が
低

下
す
る
交
通
機
関
が
多
数
あ
る

が
、
タ
ウ
ン
バ
ス
の
改
正
は
、
通

勤
通
学
の
時
間
帯
の
利
便
性
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
ダ
イ
ヤ

改
正
の
結
果
に
至
る
ま
で
に
は
、

町
と
バ
ス
事
業
者
と
の
間
で
幾
度

に
も
渉
る
調
整
を
さ
れ
た
と
聞
い

て
お
り
、
昨
年
に
は
、
議
員
有
志

に
よ
り
各
バ
ス
事
業
者
に
要
望
も

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
、
人
手
不
足
な
ど
依
然
と
し

て
厳
し
い
中
、
超
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
よ
り
、
公
共
交
通
を
主
体

と
し
た
移
動
支
援
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

Q
町
と
し
て
、
今
回
の
ダ
イ
ヤ

改
正
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

ダ
イ
ヤ
改
正
の
影
響
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
べ
く
、
バ
ス
事
業

者
と
の
協
議
を
進
め
る
中
で
、
バ

ス
事
業
者
に
お
い
て
も
新
た
に
運

転
手
を
採
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
結
果
、
１
便
の
減
少
は

あ
っ
た
も
の
の
、
通
勤
・
通
学
の

時
間
帯
で
あ
る
朝
と
夜
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
ほ
ぼ
同

じ
時
間
帯
で
の
運
行
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
評
価
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
要
望
活
動
を
行
っ
た
議
員
の
皆

さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

Q
令
和
６
年
度
の
事
業
に
、
デ

マ
ン
ド
型
交
通
の
実
証
実
験

の
予
算
が
あ
る
。
デ
マ
ン
ド
型
交

通
を
含
め
、
今
後
の
公
共
交
通
の

展
望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実
証
実

験
に
つ
い
て
は
、
豊
山
町
地
域
公

共
交
通
計
画
に
定
め
た
「
多
様
な

交
通
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
や
新
た

な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
」
の
実

現
に
向
け
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
詳
細
は
事
業
者
と
の
調
整
で
決

定
す
る
が
、
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し

て
一
定
期
間
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
運
行
を
行
い
た
い
。

ま
た
、
対
象
の
方
を
限
定
し
、
一

定
の
負
担
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
、
定

時
定
路
線
バ
ス
に
限
ら
ず
一
人
ひ

と
り
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
交

通
手
段
に
よ
り
、
誰
も
が
、
安
全

安
心
で
便
利
に
、
行
き
た
い
と
こ

ろ
に
行
け
る
地
域
公
共
交
通
の
実

現
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
実
証
実
験
で
は
「
デ
マ

ン
ド
型
交
通
」
の
本
町
へ
の
導
入

の
可
能
性
や
諸
課
題
に
つ
い
て
し

っ
か
り
確
認
し
て
い
く
。

ダイヤ改正後も利便性が保たれる
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令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
は
、
最
大
震
度

７
を
観
測
し
、
死
者
は
２
０
０
人

を
超
え
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
予
想

さ
れ
る
地
域
に
あ
る
本
町
に
と
っ

て
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。

報
道
な
ど
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
内

容
に
関
連
し
、
本
町
の
防
災
対
策

と
そ
の
現
状
に
つ
い
て
聞
く
。

Q
町
は
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
個

別
避
難
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
た
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
る
か
。

A
企
画
調
整
部
長

令
和
４
年
度
か
ら
、
自
宅
で

暮
ら
す
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
災

害
時
に
ど
こ
に
避
難
し
、
誰
に
支

援
を
求
め
る
か
な
ど
を
事
前
に
定

め
て
お
く
個
別
避
難
計
画
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は
、
モ
デ
ル
地
区

（
上
東
・
中
稲
地
区
）
を
決
め
、
対

象
者
の
個
別
訪
問
と
調
査
を
行

い
、
４
名
の
計
画
を
作
成
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
新
栄
小
学
校

区
の
残
り
４
地
区
を
対
象
と
し

て
、
計
画
の
作
成
を
進
め
、
順
次

町
内
全
域
に
広
げ
て
い
く
。

Q
住
宅
の
耐
震
化
は
、
地
震
に

よ
る
建
物
の
倒
壊
か
ら
生
命

を
守
り
、
避
難
や
救
助
な
ど
の
妨

げ
に
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
被
災
後

の
生
活
の
場
を
確
保
す
る
。

　
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
町

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

A
産
業
建
設
部
長

平
成
20
年
３
月
に
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定
し
、
旧
耐
震
基

準
の
木
造
住
宅
の
耐
震
化
目
標
を

定
め
た
。
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
無
料
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修

費
補
助
な
ど
の
制
度
を
設
け
、
令

和
５
年
度
に
民
間
木
造
住
宅
除
却

費
補
助
の
制
度
も
設
け
た
。

　
今
回
の
能
登
半
島
地
震
を
、
住

宅
の
耐
震
化
を
加
速
さ
せ
る
機
会

と
と
ら
え
、
個
別
訪
問
を
中
心
に

粘
り
強
く
取
り
組
む
。

Q
大
規
模
災
害
時
に
ト
イ
レ
に

困
ら
な
い
た
め
に
は
、
行
政

に
よ
る
迅
速
な
対
応
と
と
も
に
、

個
人
個
人
の
日
頃
の
準
備
が
必
要

で
あ
る
。

　
地
震
な
ど
の
災
害
時
の
ト
イ
レ

不
足
に
対
す
る
町
の
備
え
は
。
携

帯
・
簡
易
ト
イ
レ
の
家
庭
備
蓄
の

必
要
数
と
、
そ
の
啓
発
は
。

A
企
画
調
整
部
長

町
で
は
、
平
成
28
年
４
月
に

内
閣
府
が
作
成
し
た「
避
難
所
に
お

け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・
管
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
仮
設
ト
イ
レ

の
備
蓄
・
整
備
を
し
て
い
る
。

　
内
閣
府
が
定
め
る
必
要
数
は
１

５
３
基
で
、
町
が
保
有
す
る
仮
設

ト
イ
レ
は
、
組
立
式
仮
設
ト
イ
レ

10
基
、
簡
易
ト
イ
レ
85
基
、
要
配

慮
者
用
ト
イ
レ
５
基
、
避
難
所
に

お
け
る
洋
式
ト
イ
レ
92
基
、
総
数

１
９
８
基
確
保
し
て
い
る
。

　
こ
の
数
値
は
あ
く
ま
で
目
安
で

あ
り
、状
況
や
被
害
程
度
に
よ
り
、

ト
イ
レ
個
数
は
不
足
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
自
助
と
し
て
一
人

一
日
５
回
分
程
度
を
３
日
分
以
上

と
具
体
的
に
示
し
、
個
人
や
家
庭

で
の
備
蓄
の
啓
発
に
努
め
る
。

Q
輪
島
市
中
心
部
周
辺
で
、
大

規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
。

　
町
に
お
い
て
も
、
住
宅
が
密
集

し
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
火
災
被

害
に
つ
い
て
も
危
惧
さ
れ
る
。
地

震
火
災
へ
の
対
策
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

A
企
画
調
整
部
長

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
予

測
に
よ
れ
ば
、
火
災
に
よ
る
建
物

被
害
は
約
１
０
０
棟
と
予
測
さ
れ

る
。
地
震
火
災
へ
の
対
策
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
や
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
電
気
器
具
の
転
倒

に
よ
る
火
災
や
停
電
後
の
電
気
復

旧
時
に
通
電
火
災
が
発
生
し
た
。

リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
町
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
地
震
時
に
電
気

を
遮
断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
費
補
助
制
度
を
設
け
、
普
及

に
努
め
る
。
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終
活
と
は
、
最
期
ま
で
幸
せ
な

人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
、
自
身
の

人
生
の
最
期
を
見
据
え
て
行
う
活

動
や
準
備
の
総
称
で
あ
る
。
終
活

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

は
２
０
２
３
年
11
月
23
日
の
読
売

新
聞
に
よ
れ
ば
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
作
成
、
配
布
な
ど
は
、

全
国
１
７
４
１
市
区
町
村
の
う
ち

２
８
３
市
区
町
村
、
生
前
契
約
支

援
事
業
は
12
市
、
終
活
支
援
事
業

は
６
市
区
と
な
っ
て
い
る
。

Q
豊
山
町
の
終
活
支
援
の
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

終
活
と
は
、
一
般
的
に
は
、

最
期
ま
で
幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
自
身
の
人

生
の
最
期
を
見
据
え
て
行
う
活
動

や
準
備
の
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
、
遺
言
書
の
作
成
、
資
産
整

理
、
お
葬
式
や
お
墓
の
予
約
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成
な
ど

を
表
す
言
葉
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
本
町
で
は
、
現
在
、
生
前
契
約

支
援
事
業
や
終
活
情
報
登
録
事
業

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、
サ
ロ

ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
へ

の
説
明
会
な
ど
で
配
布
し
て
い

る
。Q

本
町
は
、
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
の
業
務
を
豊
山
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
役
割

に
つ
い
て
具
体
的
に
聞
く
。

A
生
活
福
祉
部
長

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症

や
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な

ど
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
十
分
で

な
く
な
り
、
自
分
一
人
で
は
、
契

約
や
財
産
管
理
な
ど
を
す
る
こ
と

が
難
し
い
方
が
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
そ
の
方
の
権
利
を

守
り
、
法
的
に
支
援
す
る
制
度
で

あ
る
。

　
本
町
の
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

は
、
令
和
３
年
度
か
ら
事
業
を
開

始
し
、事
業
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

豊
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
業
務

委
託
を
し
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
契
約

や
財
産
管
理
な
ど
の
お
困
り
ご
と

の
相
談
や
成
年
後
見
制
度
を
利
用

す
る
際
に
行
う
家
庭
裁
判
所
へ
の

申
請
手
続
き
に
対
す
る
支
援
、
成

年
後
見
制
度
の
広
報
・
啓
発
な
ど

で
あ
る
。

Q
豊
山
町
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

で
は
、
成
年
後
見
制
度
を
利

用
す
る
方
に
向
け
た
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
、
講
演
会
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
い
て
配
布

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
、
町
の
窓
口
に
お

い
て
も
、
終
活
作
業
に
活
用
で
き

る
町
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

啓
発
を
ま
ず
は
行
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
事
例
で
も
紹
介
し
た
よ
う

に
、
終
活
支
援
の
内
容
は
多
岐
に

わ
た
る
。
そ
こ
で
、
窓
口
に
お
い

て
、
終
活
支
援
に
た
け
た
人
材
育

成
も
し
て
欲
し
い
と
思
う
。
町
長

の
考
え
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、

本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
や
意

思
疎
通
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
に

備
え
、
自
分
の
情
報
や
財
産
の
状

況
、
お
葬
式
の
事
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
、

ご
家
族
の
方
な
ど
に
書
き
残
し
て

お
く
も
の
で
あ
る
。
本
町
に
お
け

る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
配
布

に
つ
い
て
は
、成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
に
加
え
、
今
後
は
町
の
窓

口
に
お
い
て
も
配
布
を
行
い
啓
発

し
て
い
く
。

　
ま
た
、
終
活
支
援
に
係
る
人
材

育
成
に
つ
い
て
は
、
調
査
研
究
を

行
う
。
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令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
は
、
最
大
震
度

７
を
観
測
し
、
死
者
は
２
０
０
人

を
超
え
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
予
想

さ
れ
る
地
域
に
あ
る
本
町
に
と
っ

て
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。

報
道
な
ど
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
内

容
に
関
連
し
、
本
町
の
防
災
対
策

と
そ
の
現
状
に
つ
い
て
聞
く
。

Q
町
は
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
個

別
避
難
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
た
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
る
か
。

A
企
画
調
整
部
長

令
和
４
年
度
か
ら
、
自
宅
で

暮
ら
す
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
災

害
時
に
ど
こ
に
避
難
し
、
誰
に
支

援
を
求
め
る
か
な
ど
を
事
前
に
定

め
て
お
く
個
別
避
難
計
画
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は
、
モ
デ
ル
地
区

（
上
東
・
中
稲
地
区
）
を
決
め
、
対

象
者
の
個
別
訪
問
と
調
査
を
行

い
、
４
名
の
計
画
を
作
成
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
新
栄
小
学
校

区
の
残
り
４
地
区
を
対
象
と
し

て
、
計
画
の
作
成
を
進
め
、
順
次

町
内
全
域
に
広
げ
て
い
く
。

Q
住
宅
の
耐
震
化
は
、
地
震
に

よ
る
建
物
の
倒
壊
か
ら
生
命

を
守
り
、
避
難
や
救
助
な
ど
の
妨

げ
に
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
被
災
後

の
生
活
の
場
を
確
保
す
る
。

　
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
町

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

A
産
業
建
設
部
長

平
成
20
年
３
月
に
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定
し
、
旧
耐
震
基

準
の
木
造
住
宅
の
耐
震
化
目
標
を

定
め
た
。
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
無
料
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修

費
補
助
な
ど
の
制
度
を
設
け
、
令

和
５
年
度
に
民
間
木
造
住
宅
除
却

費
補
助
の
制
度
も
設
け
た
。

　
今
回
の
能
登
半
島
地
震
を
、
住

宅
の
耐
震
化
を
加
速
さ
せ
る
機
会

と
と
ら
え
、
個
別
訪
問
を
中
心
に

粘
り
強
く
取
り
組
む
。

Q
大
規
模
災
害
時
に
ト
イ
レ
に

困
ら
な
い
た
め
に
は
、
行
政

に
よ
る
迅
速
な
対
応
と
と
も
に
、

個
人
個
人
の
日
頃
の
準
備
が
必
要

で
あ
る
。

　
地
震
な
ど
の
災
害
時
の
ト
イ
レ

不
足
に
対
す
る
町
の
備
え
は
。
携

帯
・
簡
易
ト
イ
レ
の
家
庭
備
蓄
の

必
要
数
と
、
そ
の
啓
発
は
。

A
企
画
調
整
部
長

町
で
は
、
平
成
28
年
４
月
に

内
閣
府
が
作
成
し
た「
避
難
所
に
お

け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・
管
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
仮
設
ト
イ
レ

の
備
蓄
・
整
備
を
し
て
い
る
。

　
内
閣
府
が
定
め
る
必
要
数
は
１

５
３
基
で
、
町
が
保
有
す
る
仮
設

ト
イ
レ
は
、
組
立
式
仮
設
ト
イ
レ

10
基
、
簡
易
ト
イ
レ
85
基
、
要
配

慮
者
用
ト
イ
レ
５
基
、
避
難
所
に

お
け
る
洋
式
ト
イ
レ
92
基
、
総
数

１
９
８
基
確
保
し
て
い
る
。

　
こ
の
数
値
は
あ
く
ま
で
目
安
で

あ
り
、状
況
や
被
害
程
度
に
よ
り
、

ト
イ
レ
個
数
は
不
足
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
自
助
と
し
て
一
人

一
日
５
回
分
程
度
を
３
日
分
以
上

と
具
体
的
に
示
し
、
個
人
や
家
庭

で
の
備
蓄
の
啓
発
に
努
め
る
。

Q
輪
島
市
中
心
部
周
辺
で
、
大

規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
。

　
町
に
お
い
て
も
、
住
宅
が
密
集

し
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
火
災
被

害
に
つ
い
て
も
危
惧
さ
れ
る
。
地

震
火
災
へ
の
対
策
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

A
企
画
調
整
部
長

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
予

測
に
よ
れ
ば
、
火
災
に
よ
る
建
物

被
害
は
約
１
０
０
棟
と
予
測
さ
れ

る
。
地
震
火
災
へ
の
対
策
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
や
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
電
気
器
具
の
転
倒

に
よ
る
火
災
や
停
電
後
の
電
気
復

旧
時
に
通
電
火
災
が
発
生
し
た
。

リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
町
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
地
震
時
に
電
気

を
遮
断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
費
補
助
制
度
を
設
け
、
普
及

に
努
め
る
。
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令和６年度 注目事業 P2・3
うきうき・ワクワクな入学式 （関連記事P20）

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会のインターネット中継が始まりましたP4・5

P6～10

P11～19

P 20

まちの価値を高める予算

議案PICK UP

8人が一般質問

輝く人を紹介 町のキラッと

・定例会（初日）
・一般質問
・議案質疑（3月のみ）
・定例会（最終日）
ご覧いただけます

豊山町議会
【公式】
チャンネル

町のキラッと
輝く人を

紹介

議員はお祭りへの寄付
や町内会の催しものへ差し
入れすることを禁止されて
います。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

寄付行為の禁止 次
回
定
例
会
の
予
定

6月  ３日
10日
11日
12日

13日
17日

（月）
（月）
（火）　　
（水）

（木）
（月）

開会・議案説明 
一般質問　　　
議案質疑　　　
福祉建設委員会
総務文教委員会
予算決算特別委員会
討論・採決・閉会

開始時間は午前９時
30分から（総務文教
委員会と最終日は午後
１時30分から）です。
議事の都合により、日
程が変更になる場合
があります。

広報編集委員

委 員 長　岩村みゆき

副委員長　作野 桂子

委　　員　岡島 政信
 岡島 剛
 岩下 竜也

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　４
月
４
日
、
豊
山
町
の
３
小
学
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
栄
小
学

校
の
校
門
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　今
日
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
楽
し
み

だ
ね
。

編
集
後
記

　議
会
広
報
編
集
委
員
会
も
新
し
い

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
、
約
１
年
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
５
年
ぶ
り
の
編
集

作
業
と
な
り
ま
す
が
、
当
時
と
は
や

り
方
な
ど
が
変
化
し
て
き
て
お
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
し
い
感

覚
で
の
編
集
で
、
こ
れ
ま
た
、
私
自
身
、

新
鮮
味
の
あ
る
暖
か
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

  

紙
面
か
ら
伝
わ
る
で
し
ょ
う
か
。
委

員
全
員
で
和
気
あ
い
あ
い
と
い
う
か
、

侃
々
諤
々
（
か
ん
か
ん
が
く
が
く
）

と
一
生
懸
命
に
編
集
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

  

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
心
を
込
め
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

岡
島

　政
信

　野
﨑
大
貴
さ
ん
、
和
貴
さ
ん
兄
弟
は
、
兄
弟
と
も

に
2
年
連
続
で
空
手
道
選
手
権
「
形
の
部
」
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
4
月
5
日
、
練
習
の
合
間

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
空
手
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？
』

大
貴
さ
ん
「
小
学
1
年
生
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

空
手
に
入
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
小
さ
な
大
会
で

優
勝
し
て
、
練
習
に
力
が
入
っ
た
。
頑
張
れ
た
。

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
面
白
く
な
っ
て
。
」

和
貴
さ
ん
「
僕
は
、
お
兄
さ
ん
と
一
緒
に
年
中
か

ら
空
手
を
始
め
た
。
」

『
空
手
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
？
』

大
貴
さ
ん
「
空
手
の
形
は
、
各
自
、
そ
れ
ぞ
れ
の

空
気
感
で
行
っ
て
い
る
。
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
と
違

い
、
ゴ
ー
ル
な
ど
で
点
が
入
る
訳
で
は
な
い
。
目

に
見
え
て
は
っ
き
り
す
る
訳
で
は
な
い
。
自
分
と

の
戦
い
、
ど
う
追
求
す
れ
ば
い
い
か
、
試
合
に
出

て
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
が
ま
た

お
も
し
ろ
い
。
」

『
兄
弟
で
い
つ
も
練
習
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
ね
？

お
互
い
は
ど
う
い
う
存

在
？
』

大
貴
さ
ん
「
た
ま
に
は
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
け

ど
、
各
自
、
別
の
空
気
感

で
や
っ
て
い
る
の
で
、
基

本
的
に
は
お
の
お
の
の
戦

い
で
す
。
」

和
貴
さ
ん
「
僕
は
、
兄
に

は
何
も
言
い
ま
せ
ん
。
言

え
ま
せ
ん
。
（
笑
）
」

『
ご
両
親
の
事
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
？
』

大
貴
さ
ん
・
和
貴
さ
ん
「
今
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

た
の
も
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
こ
そ
と
思
っ
て

い
る
。
自
主
練
習
へ
の
送
り
迎
え
、
確
認
の
た
め

の
動
画
撮
影
な
ど
、
い
つ
も
支
え
て
も
ら
っ
て
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」

　大
貴
さ
ん
は
中
学
生
と
し
て
最
後
の
全
中
大
会

に
向
け
て
、
和
貴
さ
ん
は
小
学
生
と
し
て
最
後
の

大
会
に
向
け
て
、
毎
日
、
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
予
選
が
近
づ

く
中
、
貴
重
な
お

時
間
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
応
援

し
て
い
ま
す
。

２
年
連
続
全
国
大
会
に
出
場

野
﨑

　
大
貴
さ
ん

野
﨑

　
和
貴
さ
ん
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令和６年度 注目事業 P2・3
うきうき・ワクワクな入学式 （関連記事P20）

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会のインターネット中継が始まりましたP4・5

P6～10

P11～19

P 20

まちの価値を高める予算

議案PICK UP

8人が一般質問

輝く人を紹介 町のキラッと

・定例会（初日）
・一般質問
・議案質疑（3月のみ）
・定例会（最終日）
ご覧いただけます

豊山町議会
【公式】
チャンネル

町のキラッと
輝く人を

紹介

議員はお祭りへの寄付
や町内会の催しものへ差し
入れすることを禁止されて
います。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

寄付行為の禁止 次
回
定
例
会
の
予
定

6月  ３日
10日
11日
12日

13日
17日

（月）
（月）
（火）　　
（水）

（木）
（月）

開会・議案説明 
一般質問　　　
議案質疑　　　
福祉建設委員会
総務文教委員会
予算決算特別委員会
討論・採決・閉会

開始時間は午前９時
30分から（総務文教
委員会と最終日は午後
１時30分から）です。
議事の都合により、日
程が変更になる場合
があります。

広報編集委員

委 員 長　岩村みゆき

副委員長　作野 桂子

委　　員　岡島 政信
 岡島 剛
 岩下 竜也

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　４
月
４
日
、
豊
山
町
の
３
小
学
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
栄
小
学

校
の
校
門
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　今
日
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
楽
し
み

だ
ね
。

編
集
後
記

　議
会
広
報
編
集
委
員
会
も
新
し
い

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
、
約
１
年
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
５
年
ぶ
り
の
編
集

作
業
と
な
り
ま
す
が
、
当
時
と
は
や

り
方
な
ど
が
変
化
し
て
き
て
お
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
し
い
感

覚
で
の
編
集
で
、
こ
れ
ま
た
、
私
自
身
、

新
鮮
味
の
あ
る
暖
か
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

  

紙
面
か
ら
伝
わ
る
で
し
ょ
う
か
。
委

員
全
員
で
和
気
あ
い
あ
い
と
い
う
か
、

侃
々
諤
々
（
か
ん
か
ん
が
く
が
く
）

と
一
生
懸
命
に
編
集
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

  

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
心
を
込
め
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

岡
島

　政
信

　野
﨑
大
貴
さ
ん
、
和
貴
さ
ん
兄
弟
は
、
兄
弟
と
も

に
2
年
連
続
で
空
手
道
選
手
権
「
形
の
部
」
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
4
月
5
日
、
練
習
の
合
間

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
空
手
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？
』

大
貴
さ
ん
「
小
学
1
年
生
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

空
手
に
入
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
小
さ
な
大
会
で

優
勝
し
て
、
練
習
に
力
が
入
っ
た
。
頑
張
れ
た
。

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
面
白
く
な
っ
て
。
」

和
貴
さ
ん
「
僕
は
、
お
兄
さ
ん
と
一
緒
に
年
中
か

ら
空
手
を
始
め
た
。
」

『
空
手
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
？
』

大
貴
さ
ん
「
空
手
の
形
は
、
各
自
、
そ
れ
ぞ
れ
の

空
気
感
で
行
っ
て
い
る
。
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
と
違

い
、
ゴ
ー
ル
な
ど
で
点
が
入
る
訳
で
は
な
い
。
目

に
見
え
て
は
っ
き
り
す
る
訳
で
は
な
い
。
自
分
と

の
戦
い
、
ど
う
追
求
す
れ
ば
い
い
か
、
試
合
に
出

て
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
が
ま
た

お
も
し
ろ
い
。
」

『
兄
弟
で
い
つ
も
練
習
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
ね
？

お
互
い
は
ど
う
い
う
存

在
？
』

大
貴
さ
ん
「
た
ま
に
は
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
け

ど
、
各
自
、
別
の
空
気
感

で
や
っ
て
い
る
の
で
、
基

本
的
に
は
お
の
お
の
の
戦

い
で
す
。
」

和
貴
さ
ん
「
僕
は
、
兄
に

は
何
も
言
い
ま
せ
ん
。
言

え
ま
せ
ん
。
（
笑
）
」

『
ご
両
親
の
事
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
？
』

大
貴
さ
ん
・
和
貴
さ
ん
「
今
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

た
の
も
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
こ
そ
と
思
っ
て

い
る
。
自
主
練
習
へ
の
送
り
迎
え
、
確
認
の
た
め

の
動
画
撮
影
な
ど
、
い
つ
も
支
え
て
も
ら
っ
て
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」

　大
貴
さ
ん
は
中
学
生
と
し
て
最
後
の
全
中
大
会

に
向
け
て
、
和
貴
さ
ん
は
小
学
生
と
し
て
最
後
の

大
会
に
向
け
て
、
毎
日
、
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
予
選
が
近
づ

く
中
、
貴
重
な
お

時
間
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
応
援

し
て
い
ま
す
。

２
年
連
続
全
国
大
会
に
出
場

野
﨑

　
大
貴
さ
ん

野
﨑

　
和
貴
さ
ん
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お
も
し
ろ
い
。
」


